
































音を表しているのである。これは，［a］ と ［i］ の音の連続が ［ɛ］ となる現象が特殊なもの
でないことを示していると言えるだろう1。もう一つ例を挙げる。韓国語の綴り字ㅔはㅓと
ㅣの合成で ［e］ の音を表し，ㅚはㅗとㅣの合成で ［we］ の音を表す。これらはともにアル
ファベットのoiに当たるが，この綴り字のフランス語の読みは ［wa］ である。しかし，こ
のフランス語の読みは比較的新しいもので，歴史的には次のような変遷をたどっている。
すなわち，［oi］ が ［we］ となった後，［ɛ］ と ［wɛ］ の読みが共存することになる。そして




にはフランス語の音の変化と同種のものもみられる。たとえば，값 （値段） は単独で ［kap］ 
であり，ㅅは発音されない。しかし，たとえば母音で始まる助詞이をつけて값이 （値段が）
とすると，発音は ［kapʃi］ となり，ㅅが発音されることになる。これは，まさにフランス
語のリエゾンに相当する。たとえば，Ils parlent （彼らは話す） の発音は ［ilparl］ であり，
















  ㄲ ㄸ ㅃ ㅆ ㅉ







  ㄲ ㄳ ㄵ ㄶ ㄺ ㄻ ㄼ ㄽ ㄾ ㄿ ㅀ ㅄ ㅆ
 このうち，同じ子音字が並ぶ時には一つの音を表しており，ㄲは内破音 ［k］ の音を，ㅆ
は内破音 ［t］ の音を表す。ただし，これらの子音字で終る文字に母音で始まる文字が続け
ば，それぞれ連音して ［?k］ ［?s］ と濃音で発音される。
 問題は，異なる二つの子音字が終声にくる場合（둘받침）である。単独でその文字（音節）
のみを発音する時には，その二つの子音字のうち一つしか発音されない。たとえば動詞읽














ませる，読まれる） の発音は ［ilkhida］ である。母音が後続したわけではないのに，ㄹも発
音されるではないか。あるいは，앉다（［an?ta］ 座る） の語幹앉 ［an］ にやはり히をつけた








 これは，「不安定なe」 （e instable） と呼ばれるeの文字の発音に関係したものである。綴
り字記号 （́`̂） のつかないeの読みは ［無音］ ［ə］ ［e］ ［ɛ］ の四通りに分かれる4。まず，こ
の文字が語末にある場合には，［ə］と発音されるle，deなどの単音節語を除いて無音である。
語中にある場合には，大ざっぱに言えば開音節中では ［無音］ または ［ə］，閉音節中では 
［e］ または ［ɛ］ となる。問題は ［無音］ または ［ə］ と発音されるeである。
 たとえば，petit （小さい） は単独では ［pti］ でeは発音されない。それに対して










 なお，この法則は文中の単語間でも適用される。上に，「petit （小さい） は単独では ［pti］ 
でeは発音されない」と，「単独では」という断り書きを入れた。単語間の関係でeが ［ə］ 
と発音されることもあるからである。簡単な例を挙げよう。petite voiture （小さな車） に
定冠詞la ［la］ をつけたla petite voitureの場合の発音は ［laptitvwaty:r］ であり，問題のe
は無音である。しかし，不定冠詞 une ［yn］ をつけてune petite voitureとすると発音は 




キスト） は ［tɛkst］ で，［kst］ と三つの子音が連続し，expliquerは ［eksplike］ であるから， 
［kspl］ と四つの子音がつながることになる。単語間にわたる連続ということになれば，た















 （1）읽다 ［ik?ta］： （a） 읽어 ［ilɡɔ］ （b） 읽히다 ［ilkhida］ （c） 읽기 ［il?ki］
 （2）앉다 ［an?ta］： （a） 앉아 ［andʒa］ （b） 앉히다 ［antʃhida］ （c） 앉기 ［an?ki］
 （3）잃다 ［iltha］： （a） 잃어 ［irɔ］ （b） ‒ （c） 잃기 ［ilkhi］
 以上の例をよく眺めれば，（3） の （a） を除いて，語幹と語尾との間での子音の連続はす
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べて二つであることに気づく。まず，（1） （2） について見れば，母音が後続する場合 （a） 
には子音字を二つとも読んでも，それらの前 （中声） は必ず母音であるから，当然ながら
子音の連続は二つどまりである。（1） でㅎあるいはㄱが後続した場合 （bとc） にㄹを読ん
でも子音が三つ連続することにならないのは，語幹末尾のㄱと語尾の初声のㅎあるいはㄱ
が重なって，一つの激音 ［kh］ あるいは濃音 ［?k］ になり，また後続のㅎあるいはㄱの後に
は必ず母音がくるからである。（2） の （b） も同様で，ㅈを読んでもㅎが後続するために 
［tʃh］ という一つの激音になり，やはり子音の連続は二つどまりである。둘받침の二つ目に
ㅎがくる （3） の基本形잃다 （失う） と （c） の場合も同じことで，ㄹもㅎも読まれていなが
ら，ㅎとㄷあるいはㄱで一つの激音 ［th］［kh］ になるため，子音が三つ連続することには
ならない。
 ここで，問題は （3） の （a） である。母音が後続しているにもかかわらず読まれているの
はㄹのみでㅎは読まれていない。これは終声がㅎの場合，母音または有声音が後続すれば
無音化することによるのであり，［無音］ で読んでいる















子音字は読まれない。たとえば닭하고 （鶏と） を ［talkhaɡo］ と発音しても子音が三つ連続
することがないにもかかわらず，そうは発音されず ［takkhaɡo］ である。これは，おそらく，
合成語においては単独で発音される時の終声が維持されること，たとえば，닭と고기 （肉） 























































 2 菅野裕臣・他『コスモス朝和辞典（第2版）』白水社，1997 （1991），p. 985。
 3 金鐘塤・他『韓国語의歴史』대한교과서，1998，p. 181‒184およびp. 248‒250参照。なお，中世
韓国語では，ㅴのように三つの子音字が並んだものもあるが，やはり一つの音を表していた。ただし，
同書によると，これらの子音字がそれぞれの音価で発音されていたという主張も提起されてはいると
いう （p. 182）。
 4 e＋n，e＋mで鼻母音になる場合や，ei，eu等のような複母音字は別である。
 5 このように子音が三つあるいはそれ以上連続するという現象は，フランス語だけでなくヨーロッパ
言語で広く見られるであろう。
